
　【調査結果の概要】

　令和５年６月30日現在における１農業経営体当たりの米の在庫量は321kgとな

り、このうち精米を除く在庫量は306kgとなった。

　　

注：１　在庫量とは、農業経営体が保管している主食用の米穀の量をいい、販売予約済又は手付

      金受領済のものであっても、現品を当該農業経営体以外の者に引き渡していないものを含

　　　む。

　　２　在庫量は、玄米換算した数値である。

　　３　本公表値は、令和５年７月28日に公表した「令和４年生産者の米穀在庫等調査」におけ

　　　る令和５年６月30日現在見込み在庫量を実績値として確定したものである。

表　令和５年６月30日現在における米の在庫量（全国）

生産者の米穀在庫等調査結果（令和５年６月30日現在の在庫量）
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〇 調査設計の変更について

本調査は令和４年調査から調査の効率的な実施と品質維持を図るため、「農業経営統計調査 営

農類型別経営統計」と調査対象経営体を標本共用するなどの調査設計を変更しました。このため、

本調査を時系列比較する際は、ご留意願います。

（詳細は、次のURL の「利用上の注意」を参照。）

https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/kome_zaiko/gaiyou/index.html#14

単位:kg

 
精米を除く。

１農業経営体当たり
在庫量 321                        306                        

区　分
令和５年６月30日現在
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 ◎　関連データ

水稲の作付面積及び収穫量の推移（全国）

主食用 　主食用

ha ha ｔ ｔ

平成25年産 1,597,000 1,522,000 8,603,000 8,182,000

26 1,573,000 1,474,000 8,435,000 7,882,000

27 1,505,000 1,406,000 7,986,000 7,442,000

28 1,478,000 1,381,000 8,042,000 7,496,000

29 1,465,000 1,370,000 7,822,000 7,306,000

30 1,470,000 1,386,000 7,780,000 7,327,000

　令和 元 1,469,000 1,379,000 7,762,000 7,261,000

2 1,462,000 1,366,000 7,763,000 7,226,000

3 1,403,000 1,303,000 7,563,000 7,007,000

4 1,355,000 1,251,000 7,269,000 6,701,000

資料：農林水産省統計部「作物統計」

年産 作付面積（子実用） 収穫量（子実用）
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【統計表】 

https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files/data?sinfid=000040107460&ext=xls 

 

【調査の概要】 

https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/kome_zaiko/gaiyou/ 

 

【調査結果の主な利活用】 

・  「米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針」における米穀の需給見通しの策定、

食料需給表の作成のための資料等に利用 

 

【ホームページ掲載案内】 

・  本資料は、農林水産省ホームページの統計情報に掲載している分野別分類「作付面積・

生産量、被害、家畜の頭数など」、品目別分類「米（消費）」の「生産者の米穀在庫等

調査」で御覧いただけます。 

・ https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/kome_zaiko/#y3 
・  本資料の詳細な数値は、ホームページに掲載（令和６年１月予定）します。 

・  公表した数値の正誤情報はホームページでお知らせします。 

 

 

 

 

  お問合せ先                     

◎本統計調査結果について 

   農林水産省 大臣官房統計部 

   経営・構造統計課 営農類型別経営統計班 

    電話：（代表）03-3502-8111 内線3638 

    電話：（直通）03-6744-2243 

 

◎農林水産統計全般について 

  農林水産省 大臣官房統計部  

   統計企画管理官 統計広報推進班 

   電話：（代表）03-3502-8111 内線3589 

   電話：（直通）03-6744-2037 

 

 

 

政府統計の総合窓口 
（ｅ-Sｔａｔ） 

https://www.e-stat.go.jp/ 
 

        令和５年 11 月１日現在で、水産業を営んでいる方などを対象に、 

        2023 年漁業センサスを実施します。 

         （流通加工調査については令和６年１月１日現在） 

       調査票が届きましたら、記入の御協力をお願いいたします。 

               また、調査票はオンラインによる回答も可能です。 


